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中野 ;,先生が統計力学に強い的心をもたれた動機.そのころのいろんな状況_:___
というか過程みたいなことからお話しをう′かが･いたいと思いますa
















































































































中野 ; 意見をきき旺いくべきだったと.おっしゃいましたが? 当時の同菓者
はどんな状況だったのですか｡
堅塁 -声 優は東大時代 3学の講義に感心しましたO-つは∴竹内端三の関数論
で.桑に羊く準備された講義で.ノー トをとら.なくてもよか′った位で.むtjろ
ノ.一 卜をとらなy､方.がよい位です｡ちゃんとした泰もあるのですからo ノー t･
というと思い出すのは.西川正治先生の意義ですQ小さい･声で字もうす上 層













RutherfoTdの fhdiations fTOm 罰adioActiveSubstancesという





























































けのわか らぬまま隼一重懸命に講義したものだか ら､評判が悪かったわ けですO
これは大学を卒業して2年 目ですね｡
中野 ; 先程.相談した方がよいといわれ ましたが.それ はどういうことなん
でしょうか｡
伏見 ; 簸川さんが前に熱力学の講義をしていたか らよくきげはよかったわけ
ですO湯川さんに一つだけ教えてもらったのは.横にn,縦に皿個の碁バ ン目
があって. このマス日にあるruleをつけて.けい馬飛びに飛んでいって 全
体を トー ラス的に考えて端に行けば.反対の端に行くというようにしておか ま
































伏見 ; ErgodenTheoTieは観測の甑さといったものには無関係に いつ
き′よにいってしまおうというわけです｡





















伏見 ; 嘩心 しないということです.今読めば感心するかも知れませんがね｡

















伏見 ; しかし言うことによって 自分LZ)本心が見つけられ て.固定する時も
ありますね｡
中野 ; 本心とは何ぞや｡
梅村 ; まるで心理学LZ)座談会じゃないですかC 先生の河出の教科書には.量
子力学の例と言ってはおかしいのでしょうーが.碇率論的exaエコpleとしてのつ
かまえ方というのがありますねO
伏見 ; 姐 r立offProcessのとらえ方として､ transitionpTObabili-





中野 ; 確率的統計論は名著だと､梅村君 も言っていたのですが.まあ僕は琴
々までは読んでいないけれど,全体をパ-ツと見た感じでは､火花が散ってい
るような. チカチカしているように思うのですが.ちょっとしたことでも馬券ft
の哲学とか.気 どったことが書いてあるんですね｡知 らない人 は.本を読んだ
印象で､伏見先生を見ているものだから､ こわいと思っているらしいですねO









中野 ; 当時どんな仕事をされ ていましたかQ
伏見 ; 僕tz)最初の論文は. =を書いてⅡが永久に出ない. tFoTlndationQf
Q,lan七umMechanics"という英語の論文で.当時菊池さんに誘わ くされて
原子核実験をや り始めた頃で.下宿に帰ってやつ七いたわけですOこれは
Nelユ】na皿1と GarTeもBiT卑off(さつ きい ったのはおやじのBirkoffでこ
ちら-は子 どものBirkoffでねO)が tLogicofQuantumLdechanics'と



















たのですが.R.札 Fowユerという男は. ワンともスンとも便 りをくれなかっ
たわけですoNeuⅡ汲rm は親切で､手既を送った時,- ンガ 9-のブタベス ト
か ら返事を(れたのですが.その頃籍はプ リンス トンに移っていたので.一時


















凝潮の t後 "にその固有状態が残されたとするめですo ところが実は論文がで
きてか ら湯川さんに.そういうものですかね､ といわれてすっか りぐらついて.
-349-
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それで rIが書けなくなったo N■elⅡは皿ユの胞 もhe!私もischeCirundlagenは
そこのところがmi.sleaqip考なところなんですO
中野 ; というとどういうことなんでしょうかC











の状態が どうなっているか という一義的な ことは何も言ってない.にもかかわ







中野 ; 不可逆過程の問題 というのはそういう観点において論ずべきことで義
るのか･.･O
伏見 ; Ergod_enTheorieに どうして興味がなくなっているのかというと
統計力学的体系というものは玉rgodenTheoTま.eが論ずるようなisola七ed_









































伏見 ; 要するに普通のMax町ellの式において. field equationという
-｣■ → → ー
のはB.Bに対するequaもion･tD,記に対するequationとの2つにわか
. .+ . I?T


































中野 ; 全体のSySもem云 pを考えて.a+aのその Pによる七raceをとれば
それが一体のdeqSiもyJ泊_trixになるということですか O
伏見 ; いわば僕は要素的なものから出発して.一体問題の合成法によっ七多
体問題を作 り上げたわけですO普通の教科書では逆に第 2量子北か ら出発 して
一体問題というものにredu.ceしているわけですねO
中野 ; DensiもyJnatrまEのあのような考え方というのはその当時まだ余 り｣_二~_
なかったのですかO
伏見 ; 似たものはあそこにも引用してありますが,Ebf王inkの論文とい う
のがありますOそれか ら通〕1iもreかな･･.Moli昌reは第2量子北だったか






伏見 ; '刑.lsonの Meもals何とかという本が戦争後･･O
中野 ; 新しいのは戦争の終 り頃ではないですか. 1944年か 45年O
伏見 ; 戦争中沢田先生とか渡辺先生とか永宮先生と一緒にいろいろな本を読
みましたが.そLZ)時の大 きな題封になったのはMoも七一位71Tneyのt唱IectTOnic










伏見 ; 永富さんが戦争中に t物性論研究 'という雑誌を出さ元てその第 1号
に久保さんLZ)matTixの方法というのが出ました｡高癌さんの話というのは
もう少し前でしょうねO久保きみは戦争が始まった頃坂井卓三さんと一緒にゴ





























































伏見 ; 統計力学のapplまcaも土onという立場か ら言えばcooperaもive


















_虫萱 ; この前からVlasov equationに関連して何か先生は基本的な興味
を持ってお られるようにおうかがいしておるのですが.それが どE23辺にあるの
かというようなことをもう少し-0










中野 ,r それ は平均赦 されたdiBもribution f71nCtionという意味ではなく
て力学方程式ですね｡
伏見 ; とにか く形が非常にⅤユasovに似ているわけですO
中野 ; Vlasovに似ているというよりも同じなんでしょう｡
伏見 ; 形は同じなんですO外見上ね｡ただ fの解釈され変えればOそういう
式か ら出発していなが らそれを何か平均的なもの f.とfluc七uaもion という
部分とに分 けて議論をする､それだけの ことですO





























生物物理において生物で問題になる現象は 1個の分子 という>ところまで行 く必
要はないん牢けれ ども･どの程度のもあでどの程度のaVerage_でものを考え
なけれ ばならない Sもageの問題なのか.･､o その Sもageにおける統計力学にと
って代わるべき統計理論というものはどんなものであるとか--｡ 結局統計力学
の Sもageでは間E/C合わないということがいろいろ出てくる･･･C
伏見一㌔; miOleculaTbiolo野･となると本当に ユつ 三つのHiOlecTlleの恰好
が問題になって,(るんですがねO もちろんもherⅡ汲Inoもionといったような
ものも大 きな薗きを示しているだろうけれ どもo Lか L moユec71ユeの恰好とい
チ うものが非常にものをいうわけですO
言中野 ; 凍当のmOlec71leの quanも71mmeCbanicBというO























いohypochronism というのはsingle baseの OPもicalな吸収に比べて
I
DNAの baseの OPticalな吸収LD波長はshif七しないで強度が減る-｡
single な baseの吸収線はguani.neが-番赤い方にあるO すなわちener-
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